
青年随,腫l　。

四

11
の
病
気
、
リ
ン
バ
腫
（
し
ゅ
）

と
の
闘
い
で
も
あ
っ
た
。

「
魂
と
Ｉ

■

　
短
い
退
院
期
間
中
は
勤
め
先

の
病
院
な
ど
に
募
金
箱
を
置

き
、
自
費
で
中
国
、
イ
ン
ド
、

タ
イ
な
ど
を
柳
力
的
に
視
察
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
に
対
す
る
理

解
を
求
め
て
、
大
学
で
謂
演
し

た
こ
と
も
あ
る
。

緒

小
児
病
院
を
つ
く
る
計
画
で
は

日
本
側
の
窓
口
と
し
て
、
協
力

者
を
募
る
た
め
、
一
生
懸
命
に

動
い
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
る
で

生
命
と
引
き
撫
え
に
し
た
よ
う

で
し
た
」
。

　
共
に
計
画
を
練
っ
た
Ａ
Ｍ
Ｄ

に
帰
’
り
た
い
」

雨詐濯
Ａ
ネ
パ
ー
ル
代
表
で
神
戸
大
学

留
学
中
の
ラ
メ
シ
ュ
ワ
ル
・
ポ

カ
レ
ル
医
即
（
‘
一
＆
は
こ
う
振
り

返
る
。

　
当
初
は
ま
っ
た
く
の
夢
だ
っ

た
計
画
は
マ
ス
コ
ミ
や
企
業
な

ど
の
協
力
で
、
八
年
秋
に
現
地

で
の
測
量
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
。

そ
の
後
、
建
築
家
の
安
藤
忠
雄

さ
ん
か
無
償
で
設
計
を
名
乗
り

出
る
な
ど
し
て
、
来
月
着
工
の

-四訟丿

　神戸大学での留学を終えて今月下旬、駁
｢篠原レル医師。

叉

つ
た
が
、
果
た
せ
な

い
い
ま
ま
逝
っ
た
。
今
月
末
に
帰

と
国
予
定
の
ポ
カ
レ
ル
さ
ん
は
遣

り
族
か
ら
贈
ら
れ
た
遺
品
の
胴
時

゛

計
蚤
ら
「
人
生
で
彼
の
死

さ

見
通
し
が
た
っ
た
。

　
「
病
気
か
な
お
っ
た
ら
ネ
バ

ー
ル
ヘ
行
く
」
。
そ
う
病
床
で

ポ
カ
レ
ル
さ
ん
と
約
束
し
た
篠

計
を
手
に
、
「
人
生
で
彼
の
死

ほ
ど
悲
し
か
っ
た
こ
と
は
な

い
。
ネ
バ
ー
ル
に
は
彼
の
魂
と

一
緒
に
帰
り
だ
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
し
み
じ
み
と
蔚
っ

た
。
　
　
　
　
　
◇

　
基
金
に
関
す
る
問
い
ハ
昌
せ

は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
８
０
８
６
・
２

８
４
・
了
７
３
０
）
へ
。
協
力

は
郵
便
振
替
２
二
五
〇
－
ニ

ー
四
〇
七
〇
九
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
篠

原
基
金
）

　
　
（
社
会
部
吉
村
剛
史
）
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